第1回　下京区基本計画策定委員会　摘録


１　開会

２　区長挨拶

３　委員会の設立趣旨説明

４　委員委嘱及び自己紹介

５　座長選出

○西川区長から仲上委員を座長に指名。－拍手賛同－

仲上座長

・確実に物事を実現させる、進めるというのが今回の大きな課題。下京のことを知り、愛し、将来のことを考えられておられる皆さんのおかげて会議の雰囲気はできつつあり、現実的なプランづくりに努めたい。

・前計画では人口が50000人を切るという悲観的なものだったが、下京の人口は増加しており、それはマンションの増加を要因としており、これをどう考えるかもも課題の一つ。

・副座長は座長の指名によるということなので、会議を運営する上でパートナーとなる副座長を下京にお住まいでもある辻田委員にお願いしたい。

辻田副座長

・１年前、次期基本計画の策定に先立ち、計画策定の枠組みや視点を考える「未来の京都創造研究会」が立ち上がり、また並行してＮＰＯ主催による市民100人の意見を聞く取組が進められてきた。市民、大学研究者、行政が全体計画の進行を考えてきたわけだが、これをどのように地域に落とし込めばよいのかが見えなかった。しかし、区民が自分たちの望むまちづくりを区ごとに考え、実行する区別の計画はわかりやすい。区民、企業、大学関係者、行政が顔をあわせ、自分たちでまちのことを考え、自分たちで取り組んでいける計画を目指したい。

６　議事
仲上座長

・自己紹介においても、まちの課題や進め方についての意見をいただいた。

・本日の課題として、各ブロック、あるいは区全体でどのようなテーマについて検討すべきかというテーマを考えたい。例えば防災の問題、梅小路公園の水族館の設置、ＫＲＰと地域との交流などが資料として提示されているが、ご意見をいただきたい。

Ａ委員

・一つは産業の問題がある。一週間前に近畿経済産業局から「関西のデザインポテンシャルマップ」が出たが、京都では西陣の一部しか載っていない。伝統産業におけるデザインマップをつくれば、観光・見学の内容を掘り下げることにもなるので、秘めた力を表現するようなマップをつくれば、下京の産業の目覚めにつながるのではないか。

・梅小路公園では京都市都市緑化協会などでいろいろなイベントが開催されており、もっと地域の人が参加すればよいと思う。

・集会でもあきらめムードだったが、水族館には多くの人が反対している。けっこう利用されているが、ふれあい広場がなくなるということも聞く。京都市には賃貸料が得られるのかもしれないが、水族館が出来るとサーカスも呼べなくなる。車の問題もある。梅小路公園は区民にとって大切な空間であり、まだ大いに議論すべき。

仲上座長

・下京区は歴史文化資源が多く、もっと打って出てはどうかという意見。

・梅小路公園は関西の中でも大切なものであり、決まったものとするのではなく、きちんと議論する努力が必要という意見だった。

Ｂ委員

・水族館には反対が多いということはなく、住民のほとんどは賛成している。京都市に利益があるということを市長にもはっきりと宣言してもらいたい。

Ｃ委員

・水族館については、もっと大きな視点から見る必要がある。梅小路公園が今後どのような形になるのかも詳しくは明確になっていない。

・京都観光というと神社仏閣が中心だが、若い人が集まる水族館には賛成である。ただ、子どもの遊び場がなくなるといった具体的な問題については、どのように整合を図るのか、詳細なビジョンが必要。京都観光の将来像と近隣の子ども、両方の視点を持って考えればよい。

Ｄ委員

・「下京のひびき」にＪＲ宿舎跡が駐車場になるという記事が出た。多くの人がこれに反対したが、最近は賛成する人が多くなってきた。澤井商店のところに出入口をつくるとのことだが、素人的に考えても、あんなところに駐車場をつくってどこから車が出入りするのかと思う。

・水族館に反対はしないが、駐車場の配置がおかしいし、あれでは周遊性も生まれない。商店連盟からは、大規模施設に駐車場の設置を義務付ける条例に対し、逆付置義務を提案している。

・交通問題には十分に配慮すべき。もし中央市場界隈に駐車場をつくれば、七条通にも人の流れができるのではないか。

Ａ委員

・京都市全体のためというのもわかるが、近くに住んでいる住民の交通・防犯の問題もある。生活への影響についてもイメージを持ち、決めていくべき。ただ反対ということではなく、交通等も含めた問題としてみんなで考えていくことが必要だということ。

仲上座長

・重要なテーマとして今後も考えたい。

・下京の伝統産業や今後の産業発展について、何かご意見はあるか。

Ｅ委員

・家内と二人で仕事をしているが、わざわざ京都市役所から仕事を見にきたことがある。指定産業となるには50年の実績が必要とのことで指定はされていないが、下京区にはそうした一人、二人で守っている伝統産業も多い。

・いわゆる伝統産業ではなくても、こういう商店・ものづくりがあるということを広く知らせてもらえれば、担い手のやりがいにもつながる。

仲上座長

・京都市の基準で認められなければ、下京区が独自に認定してもよい。

Ｆ委員

・ＫＲＰでは平成15年からデザイン研究会を主催し、京都市・府内のデザイン関連の学校で学ぶ学生のアイデアを活用し、新商品開発や新規企画を展開している。

・伝統産業で何か新しいことをやろうとする時、人が足りず、新しいものを取り入れる余裕がないのが現状。そこを何とかするのが課題ではないか。

仲上座長

・人口増加のほとんどがマンション住民であり、そのマンション住民ともともとの住民がどうすれば仲良くできるかということについてはどうか。

Ｇ委員

・コミュニケーションを図るため、マンション住民の子どもたちのために地蔵盆を実施し、今年で4～5回目になる。最初はマンションの子どもたちだけ対象にしていたが、そのうち地域の人も一緒のふれあい地蔵盆となり、年々、参加者が増加している。今は無料で実施しているが、代金をもらってもいいかアンケートをとったところ、少しくらいなら徴収してもよいという意見も多かった。

・学区としての子育て支援への取組も始めて4～5年になる。

辻田副座長

・私もマンション住民の一人だが、地域（学区）ではマンション住民を担い手として活用、あるいは認めようとしているのか。そして、外から来た人材を地域活性化に生かすのにどのような仕組みや工夫が必要なのか。

・新住民にも子どもがいる家庭もあれば、単身者もいる。そうした人を計画でどのように位置づけていくのかは難しい課題。

Ｃ委員

・問題はそこで、子どもがいればコミュニケーションもとれる。しかし単身者の場合は家主の理解がないと、町内会にも入らない。大きなマンションは連合会にも入ることが多いが、特に10～20戸の小さいマンションでは、町内会に勧誘したいといっても拒否される。小さいマンションをどのように受け入れるか。

仲上座長

・それだけでも朝まで討論しないといけないような問題。今後は地域・テーマ別の円卓会議を考えているとのことなので、より深く議論されることと思う。

・今後も、意見の違いはあっても言いたいことを言い合い、より深く議論できるような会議にしたい。

７　閉会
事務局

・限られた時間だが、今日だけでも実りの多い会議となった。

・今後の円卓会議は本日の議論を踏まえて設定し、本日出席のみなさん、そして各学区にもお願いしていきたい。本日、十分に発言できなかった意見などがあれば、事務局まで寄せてほしい。

日　時：平成２１年９月１８日（金）午後３時～５時


場　所：キャンパスプラザ京都　第３会議室


次　第：１　開会


　　　　２　区長挨拶


　　　　３　委員会の設立趣旨説明


　　　　４　委員委嘱及び自己紹介


　　　　５　座長選出


　　　　６　議事


　　　　　（１）次期下京区基本計画策定に係る経過及び今後の進め方について


　　　　　（２）下京区の現状・課題と次期計画に向けたテーマ設定について


　　　　７　閉会


出　席：仲上委員、辻田委員、平井委員、藤浦委員、橋本(ト)委員、桑垣委員、


　　　　鈴木委員、竹内委員、廣瀬委員、新保委員、市村委員、西川委員、


　　　　橋本(佳)委員、金井委員、鎌田委員、前中委員、篠原委員、西川区長
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